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計画を立案できる能力を養う。
回路またはシステムを設計できる能力を養う。
回路またはシステムの問題点を見つけることができる能力を養う。
役割を分担し，相互に協力して作業できる能力を養う。学習目標
問題点を解決できる能力を養う。
粘り強く取り組む姿勢を養う。
学習項目１では，特別研究指導教員の個別指導のもと，専門技術に関する自己学習や実験作業を
計画的に行う。

， ， ，進め方 学習項目２では 特別研究指導教員のもとで 特別研究を進める上で必要となる基礎技術を習得し
， ， 。特別研究の時間軸的位置づけ 技術的位置づけ 社会的位置づけを明らかにする報告書をまとめる

学習項目３では，実験担当教員および特別研究指導教員の集団指導のもと，工学設計に関する実
各自の課題はすべて異なるが，グループで協力しあうことによ験演習を行う。グループを作り，

り，各自の課題を解決できるようにする （１）外部仕様書の作成 （２）内部仕様書の作成と設。 ，
計構築 （３）発表会を行う。，

履修要件
学習項目（時間数） 学習到達目標

E5:1-2１．特別研究指導教員のもと，専門技術に対す 問題点を解決できる能力を養う。
る自己学習や実験作業を行い，その結果を
特別研究論文の一部としてまとめる。
特別研究指導教員のもと，特別研究の基礎 技術の変遷を予測できる能力を養う。 D4:1-2２．

学んだ知識を他の分野に応用できる。 D3:3となる専門技術の情報を収集，学習し，特
別研究の基礎となる専門技術の歴史と現状
を明らかにする内容，および，基礎専門技
術と特別研究で用いられる技術の関係を明
らかにする内容を含む報告書を作成する。
その際，報告書の作成には以下の点に留意
すること。

技術が社会に与える影響を考察できる。 D3:4（１）報告書には，特別研究で用いられる
技術がどのように社会に影響を与え
るかを考察している章を含めるこ学習内容
と。

（２）ワープロを用いること。 情報機器を活用して文書作成ができる能力を養
（３）図，表を含めること。 う。 C3:1-4
（４）数式を含めること。
（５）作図ツール（表計算ソフトの作図機

能など）を用いること。
３．工学設計に関する実験演習

数人のグループを作り，工学設計を行う。 役割を分担し，相互に協力して作業できる能力を
B3:4-5各自の課題はすべて異なるが，グループで 養う。

協力しあうことにより，各自の課題を解決
てきるようにする。

E1:1-3（１）外部仕様書の作成 計画を立案できる能力を養う。
・設計すべき課題を設定し，その外部
仕様を定める。

・設計計画を立てる。
（２）内部仕様書の作成と設計構築 回路またはシステムを設計できる能力を養う。

E2:1-3・回路またはシステムのモジュールご
との仕様を定める。

・モジュールを設計製作し，正しく動 回路またはシステムの問題点を見つけることが
E4:1-2作しているか否かを調べる。 できる能力を養う。



E5:1-2・複数のモジュールから全体を構築 問題点を解決できる能力を養う。
E6:1-3する。 粘り強く取り組む姿勢を養う。

・内部仕様書には回路図，プログラム
コードなどの設計物を添付するこ
と。

（３）発表会 回路またはシステムの問題点を見つけることが
E4:1-2・回路またはシステムの動作をパネル できる能力を養う。

で説明する。
・パネルで説明したとおりに，回路
またはシステムが実機またはコン
ピュータ上で動作することを実演
する。

今年度は工学設計のテーマとして，次の
テーマを行う。
・ディジタル回路設計

取り組み状況と報告書，発表会での説明，実演を総合的に判断して評価する。評価方法
多くの専門科目関連科目
自作テキスト教材
特になし備考


